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　　　　　　　　1．緒　　　言

　人工栽培されている主要な食用キノコの道内自給

率は，平成５年以降90％以上を堅持するに至ってお

り，今後は長野県のエノキタケ（ Flammulina

velutipes（curt.:Fr.））やブナシメジ（Hypsizigus

marmoreus（Peck）Begelow）のように，北海道の代

名詞となる特産キノコの育成が求められている。そ

のキノコとしては，えぞ雪の下（F.velutipes），タモ

ギタケ（Pleurotus cornucopiae（Paulet）Rolland

var.citrinopileatus(sing.)Ohira)，およびナラタケ

属(Armillaria spp．)のキノコが注目されている。特

に，ナラタケ属のキノコは全国的に知名度が高く，

栽培技術が確立すれば消費者が受け入れやすい新作

目となることが期待される。一方，同属は樹木病原

菌であることから廃菌床処理を含めた栽培技術の確

立が求められる。

　本稿では，ナラタケ属の１種であるツバナラタケ

(Armillaria ostoyae(Romagnesi)Herink)の廃菌床

処理とその有効利用を目的として行ったタモギタケ

の栽培試験の結果を報告する。なお，本稿の一部は

平成８年度林業技術交流大会（平成９年１月，札幌市）

で発表した。

　　　　　　　　　2．　実験方法

2．1培地調製

　以下に示す４種類の培地を調製した。なお，水分

はいずれの培地も65％，米ぬか（絶乾重量換算）の

添加率はいずれも14．5％とした。

1） 廃菌床・米ぬか培地：ツバナラタケの廃菌床

（カラマツ(Larix leptolepis Gord．)のオガコと米ぬ

　かの組み合わせ）と米ぬかの組み合わせ

2） 廃菌床・米ぬか培地・消石灰：廃菌床・米ぬか

　培地と同様の培地に，培地総重量の0．2％濃度と

　なるように消石灰を添加したもの。

3） カラマツ・米ぬか培地：カラマツのオガコと米

　ぬかの組み合わせ

4）　カラマツ・米ぬか培地・消石灰：カラマツ・米

　ぬか培地と同様の培地に，培地総重量の0．2％濃

　度となるように消石灰を添加したもの。

　以上の培地を850ml培養瓶当たりに585ｇの培地

を充填し高圧殺菌（121℃，30分）した。各試験区の
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培養瓶の供試本数は11～16本とした。

2．3　供試菌株

　林産試験場で開発したタモギタケ菌株エルム・

マッシュ北菌１～３号の３菌株を用いた。栽培用の

オガコ種菌はダケカンバ(Betula ermanii Cham.)の

オガコとフスマを体積比で5：1で調製した培地を用

いて作製した。

2．4　接種，培養，生育，採取

　エルム・マッシュ北菌1～3号のオガコ種菌を培養

瓶当たり約10g接種後，温度22℃・相対湿度70％・

暗黒下で13～17日間培養した。子実体の生育は温度

16℃・相対湿度85％・350lX照明下で行った。

　子実体の採取は傘の巻き込みが無くなった時点で

行い，生重量を測定し１次発生の収量とした。その

後，菌
か

掻きと注水を行い子実体の2次発生を促した。

温度16℃の生育環境に培養瓶を移動してから子実体

の採取までに要した日数（採取日数）を測定すると

ともに，発生次ごとの子実体の形態，すなわち圧凹
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第1図　子実体の形態
Fi9．1．Shapes of cap．

第1表　ツバナラタケ廃菌床を用いたタモギタケ（エルム・マッシュ北菌1、2、3
　　　　号）瓶栽培における1次発生の結果
Teble1．First flash of Pleurotus cornucopiae var．citrinopileatus（Erumu－mashu Hokkin
　　　1，2and 3）in the bottle cultivation using cultural waste of Armillaria ostoyae．

　注）：a）：培養開始後、子実体原形が形成するまでに要した日数、各培地の培養瓶（850

　　　ml）の供試本数は11～16本。

Note：a）：Days to prlmordium formation after incubation treatment．

　　　The replicate number of cultivation bottle（850ml）on each medium was 11－16．

〔林産試験場報　第12巻　第2号〕



ツバナラタケの廃菌床を用いたタモギタケの栽培

第2 図 1 次発生におけるタモギタケ、エルム・マッ
シュ北菌 1 号の圧凹型子実体

F ig・2・ F「uiting 中dies（COnVeX－tyPe）ofPleurotus
C O r n u C O P la e V e r・

C ／fJ加叩〟e∂fus，E「um u－m aSh u H o kkin l，atfirst
f la s h in th e b o t“e c u ltiv a t io n ．

注）：上 ：ツバナラタケ廃菌床・米ぬか・消石灰培地，
下：カラマツ・米ぬか培地

N o te ：U p p e r：Cu ltu ra l w a ste o f d r∽才ノアαr才α0∫叫γαe ＋ ric e

b ran ＋ C a（O H ）2 ；

L ow er：K aram atsu w oo d saw d u st ＋ rice b ran ．

形か漏斗形か（第 1 図参照）1），および波打ちの有無

を観察した。

2 ．5 pH の測定

高圧殺菌後の培地に2．5倍量の純水を加えて1時間

かく拝後，pH 電極を用いて測定 した。

3 ． 結果と考察

培養 日数 と1 次発生の結果を第 1 表に示 した。い

ずれの培地においても，培養瓶に充填 した培地全体
まんえん

に菌糸が蔓延する前に子実体原基が形成 されたこと

から，その時点で子実体の生育を行った。採取 日数

は7 日前後であり，培地の種類による差異は少なかっ

た。収量については，いずれの供試菌株においても

カラマツ・米ぬか培地，および廃菌床・米ぬか・消

石灰培地で高い傾向がみられた。第2 図には，廃菌

床・米ぬか・消石灰培地とカラマツ・米ぬか培地で
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第3 図 2 次発生におけるタモギタケ、エルム ・
マッシュ北菌 1 号の波打ち圧凹型子実体

F ig －3 ． F ru itin g bodies（WaVy COnVeX－tyPe）of

訊窃…蒜て諾濫濫huH。kki。1，at
S C O n d fla s h in t h e b o ttle c u tt iv a tio n ．

注）：上 ：ツバナラタケ廃菌床・米ぬか・消石灰培地，
下：カラマツ・米ぬか培地

N ote ：U pper：Culturalw aste ofd r∽7JJαr才α0∫叫′αe ＋rice
b ra n ＋ C a（O H ）2 ；
L o w er：K aram atsu w o o d saw du st ＋ ric e b ra n ．

第3 表 高圧殺菌後の培地 pH

T e b le 3 ． p H o f s a w d u s t－b a s e d m e d ia a u to c la v e d ．

発生した北菌 1 号の子実体を示 した。いずれ も圧凹

型の子実体であった。 しか し，廃菌床 を用いた培地

－24 一

培地の種類 pH
Substrates ofm edia

廃菌床 ・米ぬか培地 5．5
C u lturalw aste ＋ rice bran

廃菌床 ・米ぬか ・消石灰培地

5．7C ulturalw aste ＋

rice bran ＋ C a（O H ）2

カラマツ ・米ぬか培地

6．0K aram atsu w ood saw dust＋

rice bran

カラマツ ・米ぬか ・消石灰培地

6．3K aram atsu w ood saw dust＋
rice bran ＋ C a（O H ）2
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第2 表 ツバナラタケ廃菌床を用いたタモギタケ（エルム・マッシュ北菌 1 ，2 ，3

号）瓶栽培における2 次発生の結果

T a b le 2 ．S e co n d fla s h o f P ／e u／℃fus c o m u c o J）／∂e Va l■．C／帥n op ／／e∂fus（E rum u－m aSh u

H o kkin l，2 a nd 3）in the bottle c u帖va tio n しISin g cu ltu「a lw aste of A 〝加／／∂ぬ

O Sわy ∂e ．

収量 （g ／瓶）

Y ie ld s o f

仕u itln g

b o d ie s p e r

b o ll te

子実体の形態

S h a p e o f

C a p

4 9 ．0

7 3 ．5

4 6 ．5

6 2 ．9

8 3 ．4

5 2 ．2

5 7 ．5

7 9 ．6

6 8 ．5

5 0 ．0

8 0 ．0

8 0 ．6

圧凹形
C O n V e X

波打 ち圧 凹形

W a V y C O n V e X

波打 ち梓 川形

W a V y C O n V e X

圧凹形
C O n V e X

波打 ち仕凹形

W a V y COnVeX

波打 ち圧凹形
W a V y C O n V e X

波打 ち圧凹形

W a V y COnVeX

圧凹形
C O n V e X

波打 ち圧凹形
W a V y C O n V e X

波打ち庄川形

W a V y COnVeX

任凹形
C O n V e X

波打 ち圧凹形
W a V y C O n V e X

注：各培地の培養瓶 （85 0 椚の の供試本数は 11～ 1－5 本。

N o te ：T h e r e p lic a te n u m b e r o f c u ltiv a t io n b o ttle（ 8 5（）7花β）o n e a c h m e d iu m w a s l l －1 6 ．

で北菌2 号 と3 号の一部の子実体が漏斗形になった。

2 次発生の結果を第 2 表に示 した。採取 目数は，9

～13 日以上を要 した。収量は北南 1 号と2 号では廃

菌床・ 米ぬか・ 消石灰培地が，北菌 3 号ではカラ「7

ツ・ 米ぬか・ 消石灰培地が最大 となった。原因は不

明であるが，培地の組成や供試菌株に関係なく子実

体の傘に波打ちが観察 された（第 3 図参照）。

第3表に高圧殺菌後の培地pH を示 した。カラマツ・

米ぬか培地と比較 して，廃菌床・米ぬか培地の値が

低い原因としては，廃菌床に含まれるツバナラタケ

の代謝産物，例えばジテルペノイ ド酸等の有機酸2）

が影響 しているものと考察される。廃菌床に消石灰

を添加すると代謝産物である有機酸 との酸塩基反応三こ

が生 じ，その結果 として廃菌床・ 米ぬか・ 消石灰培

地の収量が増加 した可能性が考えられる。
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栽培の場合 と同様で 3），

対照培地と比較 して廃菌

床を用いても収量が低下

しない菌株 と低下する菌

株があることが示唆され

る。本研究の供試南棟で

は，北菌 1 号と同 3 号が

前者の菌株，同2 号が後

者の菌株に該当する。

以上の結果から，栽培

に用いるタモギタケの菌

株を選定 し，かつ消石灰

を添加することにより，

ツバナラタケの廃菌床を

タモギタケ栽培における

オガコの代用材料 として

利用できることが明らか

になった。
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培地の種類 供試菌株　　　　 採取 日数

Sub strates o rm edia Strain of　　　　 D ays to

P ・COr〃〟C√p ～αe　　　 CrOppln g

v ar．　　　　　　　　 after

C～けわ了（p ～／eα加　　　 treatm ent

b r ftuitlng

廃 菌床 ・米ぬか培地 北菌 1 号　　　　　 1 1．2

C ulturalw aste ＋ H o kkin l

rice b ran 北 菌 2 号　　　　 11．4

H o kkin 2

北 菌 3 号　　　 11・4

H okkin 3

廃 菌床 ・米ぬか 北菌 1 号　　　　　 10．1

・消石灰培地 H o kkin l

C u lturalw aste ＋ 北菌 2 号　　　　　 10．3

rice bran ＋ H okkin 2

C a（O H ）2 北菌 3 号　　　　 1 1・2

H okkin 3

カ ラマ ツ ・ 北菌 1 号　　　　　 1 1．5

米ぬか培地 H okkin l

K aram atsu w ood 北 菌 2 替　　　　 10．6

saw dust 十 H okkin 2

rice bran 北 菌 3 替　　　　 10・2

H okkin 3

カ ラマツ ・米ぬか 北菌 1 号　　　　　 12．7

・消石灰培地 H okkin l

K aram atsu w ood 北 菌 2 弓▲　　　　　 10．0

saw dust ＋ H okkin 2

rice bran ＋ 北菌 3 号　　　　　　 8 7
C a （O H ）2 H okkin 3


